コンビネーションレンジ 


變式名 GMOS 3800 



出綺篡を 630mm 用 


B 工事されるちへのお願い . この「工事説明書 J を設置 X 事前に必ずお読みください。 

◎設置工事が終わりました6 P 着墨筆攘 P 鶏鮮匯 1|)のチェックリストに基づいて、必ず再確認してください。 

G 設置工事後の点横確認) 不備があると、感電•义災 • ガス漏れなど思いがけない事故の原因じなります。 


•チェックリスト 


f 点橫項目 

点検 内容 

参照ぺ—ジ 

チェック 

画 

■ 

ガス種.雲源 

銘板は使用ずるガス種 • 電源と適合していますか。 

2 


同こん部温 

正しく取りがけ 6 れていますか。また不足はありませんか。 

3 

♦ 

巧燃物との離隔酷離 

巧燃物との離隔距離 • 义災を防の措置は十分ですか。 

2 


設置条件 

障害物等との離隔距離は十分ですか。 

2-3 


傑ち•管理 I の空闇 

点検*修理に必要な空間はありますか。 

2 


水平設置 

水平に設置されていますか。 

3 



強固に設置され、ガタツキはありませんか。 

3 


機器富さ 

高さの微調整によるコン□とのスキ間は適切ですか。 



給排気 

十分給排気できる場所に設置されていますか。 

B 


ガス配管，電気工事 

接続は正しく施工され、ボス漏れ等がありませんか。 

BBSI 


iBliiiilsBs 

接縮具の施工者ラベルおよび連絡先のステッカーを貼がしましたか。 


HU 

その他 

オーブン庫内にが属溫が残っていませんか。 


HU 


r 試運範） 

1. 取扱説明書の r 使いかた J に基づいて試運転を巧ってください。 

2. 試運範終了後及び長期間使用しないときはガス栓を閣じてください。また専巧ブレ…力一の場合はブレ… 
力…を切ってください。※ブレーカーを切る場合は本機器専用ブレーカーであることを確認してください。 

(ぉ客様への載漏顯酶 

1. 取扱説明書によって、機器の取扱いを説明してください。 

2. 試運転終了後、保証書（取扱説明書じ記載）に必要事項を記入のうえ、この r 工事説明書」とともに、 
お客様に渡していただき、保管のお願いをしてください。 

こ正しく滝馬にでいただくため居！ 

• ここに巧したを意事項は機器を正しく安全に設置工事していただき、設置工事作業者あび磯器を使用さ 
れるお客様や他の人々への危険や、財産への損害をホ然に防止するためのものです。必ずお守りください。 
• 誤った工事によりをじる危害*損喜の程度をつぎのように区分しています。 


A 警告 

作業を誤った場合に設置工事作業者または、設置後の製品の不具合じよって、 
使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される巧容を示しています。 

八 V 一 、 •■••••I 

A 汪 忌、 

作業を誤った場合に設置工事作業者または、設置後の製 dD □の不異合によって、 
使用者が傷害を負う巧能性または物的損害の発生が想定される内容を示してしなす。 


s ろぶ古ぶ 

扣巧だ.巧巧！ 00 な巧ホ巧を巧巧レていぶず • 

♦こめ巧が幻は巧みな大なインホを巧用していをん 


ヶ E34 回 

7RC6P104-18700 (0703-01) US 








































• ガソリン、ベンジン、接着剤などの弓 I 义性危険 
物を扱う場所には設置しなし巧ください。 

• 义災そ随条例に準じ、トッププレートより上の 
側面および背面は、木製のような可燃物か6 
1已上離して設置してください。また上部 
に巧燃物筛リ棚等)がある場合は、トッププレ 
…卜上面と巧燃物の間に100 cmlU 上の空間 
を設けてくだぎし、。 

• ビルトインコン□側の工事説明書もよく読ん 
で確11してくた‘さい。 


巧 cm (0) m ： 




巧.絡棘熟な g がで；！ 

•換気(給気、排気)が十分できる設備(換気贏換気□など)があるところに設置してください。 


>本体の一部が家屋の壁面のラスに触れたり、 
水切りカバー•壁の随熱板に接触ずるおそれ 
のある場合は、絶縁テープなどで電気的に接 
触しないようにしてください。（電気設備技術 
基準167菜により義務づけられていまず） 




※ （） 内は防熱板やす燃性の壁をお口付けた場合のブ法 



設置工事を始める前に、次のことを確認してください。 



3, 設置工事後の点横墳哲め確識） 

まず ( 設置工事後の点検確認:)を理解してから次へ進んで<ださい。 


瞻誦讀驚翻 

ガス給が、機器設置後でも手前側か6開閉できることを確認してください。 


[ T . 磯難の確誘] 

機器の収納庫を引き化し、本体正面(左て部)じ貼ってある銘板及び収納庫の两側に貼ってある銘板の 
表示巧容を確認してください。 

•ガス種と使用するガス(ガスグルースの種類が適合していること。 

•電源(電圧•周汲数)と使用する電源とが適合していること。 

周波数は 50 HZ -60 HZ 共造化様になっています。 


ガスの禪類- 


ガスの確認 

塑ぷな 
が巧ガス巧 

< ガスグルーブ-')ガス逍採斑 
裝造を房贺造思每お迄事業をお 


叢源の確認 


お造が架をの巧每 


を巧消化なわ AAAAW 
おが琼简效化力 6QQW 

ガスお巧才ーブンのお拽巧力 


* 巧竊の踊巧 



この「工事説明書」じ従い、有資格者による正しい工事を巧ってください。 

建築基準を為都巧の条例維防ま、ガス事業法减化ち油ガスま r ガス機器の設置基準および実務指針」 
(日本ガス機器お査協会刊）、 r 電気設備に関する技術基準」、 r 巧線規定」じ従ってください。 

誤って不適応なビルトインコン□と接続された場合、重大な事故の原因じなります。この機器は、必 
ず当な指定のビルトインコン□と接続してください。もし才ーブン単独で使用されまずと、ビルトイン 
コン□との接続用フレキ管のゴムキャップ部か6ガス漏れしたり、機器の排熱じよりキャビネットが損 
傷等の思いがけない事故の原因となりまず。 




• テレビやラジオの雑音や映像の乳れを防ぐため、テレビ•ラジオなどを 4 mlU 上離してください。 

• 鄕の下など落下物の危険のあるところ、および樹脂製の照明器臭の下には設置しないで < ださし、。 



♦ 水のかかる場巧は部蟲の故障、ガラスの破損や漏電の原因じなりますのでさけてください 
♦ 丈夫で水平な場所に設置してください。 

※設置場所の詳細は、ビルンコン□側の工事説明書も参照してください。 



• 本体段ボールを開けると國の通り捆包されていまず。 

♦ 上当て•下当てなどの緩衝材をすべて取り験き、オーブン庫巧か6が屬品を取り化してください。 
•収納庫前板セットは、本体とは別になってしなず。緩衝用の段ボールを取り除いてください。 


X-41* Assf .ftAr 

排巧筒 



オーブン皿 （2 個） ターンテーブル （1 個） 解凍網 （1 個) 

(角皿） 饥皿） 



ち網 （2 個） ターンテーブル台 （1 個） 才ーブン皿取っ手 （1 個) 

クッキングブック （1 冊） 















































設置前のミ主意 


■ ビルトインコンロの確I忍 

•本機器と組み合わせて使用ずるビルトインコン □ 
のタイス品番)を確認してください。 


一ぃ 1 .. 一‘ — ，‘…乂-"'本導瓣懇 

_ _ ' 王’忌 _ 

〇 設置する機器が使用するガスの種類に 
適含していることを銘板(ガス錠板)で 
確認してください。 


設置寸法國 


オーブン巧排気筒 


ワークトップ 


'ビル W ンコン □ ^ ■ 
ー スぺース J I 


/ サイドモール 


D ン g 接镜巧フレキ管 
■ (出荷時組が ） f 


/ォ-方とびろ 


130 \ ガス接続 CKR V り 

598 (本体寸法） 


• 機器高さ(⑩寸ま)は580〜 640mm の 
範囲で7段階に調節できます。 

この場合の®.®•©の各寸法はち表の 
通りでず。 


施工巧取つま 


キヤスター 
465 
550 



[戦な: mm ] 


機器の準備 


ワークトップ富さ⑩ 

860 

850 

840 

830 

820 

810 

800 

機器高さ⑩ 

640 

630 

620 

610 

600 

590 

580 

ヶコミ高さ径) 

110 

100 

90 

80 

70 

60 

50 

甄管島さ (D 

203 

193 

183 

173 

163 

153 

143 

後部スぺース© 

252 

242 

232 

222 

212 

202 

192 


© • 設置作業にあたって献ケガなどしないよう手 
袋や作業服を正し< 着用してください。 

碌認 • 機器の移動は施工用取っ手を持って移動して 
ください。 


■ ワークトップ高さの確認 

• ワークトップ高さ⑩とビルトインコン□高さ (L) を確認し 
てください。 

•機器高さ⑩を(⑩ -L) になるようじ1 0mm 単位で調節し 
てください。 陋 1】 

帖巧お I 

_ _____ _ _ が位: mm ] 

ワ-クトッブ說⑩[86〇1 850 I— 840 [830] 820 |—810 [ 800 


機器高さ⑩ 640 630 620 610 600 590 580 



。 



(2： 補強被を敬り外す j 

■補強板（後）の取り外し 

• 機器後面4本（窯を）のネジで固をしている補強お 
(後)を取り外してください。 【國2】 

※補強板（後）は輸送時の補強部為で設置後は不要 
です。 

■ ヮー•クトップ高さ 850mm むかの場合 

•機器前面左ち各2本（黒色）で固定している補強板 
(前）を取り化してください。 【図2】 

• 取り外したネジ。本）は(:鎌^ HIM 難!で 
使用しますので保管してください。 




•収納庫を全龍まで引きおして、レール（左ち）の □ 
ックレバーを园搪に巧したが態で収納庫を前に引い 
てレールから取 y 外してください。 【图 3] 



•ガス接続作業をしやずくずるため、 D ネジ（在ちを 
1本、黒を）を取り外し、収納庫上部の仕切板を手 
前に引いて取りみしてください。 【図4】 

•取り外したネジに本）は「6.機器の設置」 

け：切板を;敬—り符ける；!で使用しまずので保管して 
ください。 


瞭纖難黨娜繊鑛 

•ワークトツプ高さ⑩850 mm む外の場合は繳器の高 
さ⑩を変更してください。 



〇 機器を倒したり、立てたり、移動したりする場合、床面 
等に傷をつけないようにを意してくだきい。 

確認（養成シートやち毛布などを使用してください。） 


•機器をうしろ向きに倒して、 A ネジ4本(黑を、両側 
面*各2本)を調節したい位置にがけかえて固定して 
ください。 【國5】 

•台枠部の刻印は、機器高さ⑩サまを表示しています。 

階5】 

• 挖^補難搬を敬り舞す) で取り外したネジに本)は機器 
前簡および後面の穴の合つた所で固をしてください。 

陋6】 



r 陋2】 







•機器を正常な向きにもどしてください。 











































4 •機器の準備 


(6. 拂気筒(下)齒豪を量坂！轟条なも顯爺） 

※本機器は、排気筒（下）の固定位置を変えることじ 
よつて設置寸法を変えることができます。 

※本機器仕様で上部ビルトインコン□タイプ、または 
ワークトップ穴關け寸法に合わない場合は、排気 
筒（下）の固を位置を変えて設置してください。 
※コン□部のタイプ及び設置寸法については、ビルト 
インコン□側の工事説明書をご覧ください。 

[固を位置の確認] 


コン日部の 

■ 

ークトツプ巧開け寸法 

排気筒(下)固を位置 
(刻巧） 

設置フリータイプ 

A 牛37〜 ( A +45) 〜 A + 朗 

V (37) 

V タイプ 

A +37 

(45) 

M タイプ 

A 巧9 

M (59) 


\ (機器後側） 


排気筒（下） 


前後に動かす 


hn 



.M(59)0 
- V (37) い 
(俯 

- - 

\ が寮筒（下）固をビス 


(左ち2ケ巧） 


突起部を合わす 


.M 巧 9) 


※化荷時は V の位置にお U 付けてあ口まず。 

[固定位置の変更] 

•排気筒(下)固定ビスをかしゆるめてください。 

(左ち、2本） 【國 7) 

• 排気筒(下)を上記の刻巧の位置に突起部を合わせて 
<ださい。 [國 7】 

♦固定ビスを再度締めて排気筒（下）を固定してくだ 
さい。 

[ごミ主意] 

固定位置は、上記のどちらかの位置にしてください。 
途中の位置では固をしないでください。 


沒 - V (37) 
二] (45) 


/_ I (固を位置 M の場合） 


- M (59) 

( g ) l .~ V (37) 

I \ (45) 

u 突起部を合わず 

(固を位置 V の場合） 


17. 電源つ一片アー~ス線の敬り化し I 
• 電源コードは後方より取りおしてください。 
•アース線は台枠支持板（後）にアースビスで本体に 
固定していますので後ちへ取り化してください。 

陋別 


アースビス- 


アース線 （1.6 m ) 


電源!]-ド (1.5 m ) 

一 ' 

台砕を持板 
/ (後） 


機器後面 


[ごミま意] 

•電源コード*アース線が収納庫にかみ込まないよ 
う磯器の後ちに取り化してください。 

• アース線は台枠ち持板（前）じは固をしないでく 
ださし、。 


■ ガス配管工事 

•ガス觀管.電源コンセントの取り出し位置を確認してください。【鹽 9】 

• ガスおは、下記の接続方まにがって取りがけてください。 

•工事終了後必ず施工者ラベルに所定の事項を記入し、ガス齡管に貼り付けてください 


ガス配管•電源コンセント取り化し位置図 


禅位: mm ] 


100-250 


S 解！麵 


f 台枠支持板(觀 I /床®取り出し 

! /配管.函線スぺース\扫 


※後壁煎り化し高さの150じ 
ついては、8ページの配管 
施工例を参考じしながら 
みめて < ださい。 


基準点(前面） 


機器底化置 


に.ボス範管接親工事ち法1 
♦機器の接続方法 

( 都巧ガス ） 






ガス醜管接続工事については有資格者による 
てまが/を舉です 

接続完了後は必ず漏えい検査をしてください。 


屋巧觀管 




屋鮮範管 



















































をフレキ觀勤こよる標準觀營施：〇鄭 I 

• ガス配管は機器の酷管-配線スペース巧に暇まるよう 
工事をしてください。 

• 配管-配線スペースの有効高さ寸法は、 62 mm です。 

• ガス配管が機器本体部（下面）の化切板や機器本体部 
(上面）じ接触しないようじ工事をしてください。 

※©および◎寸をは®寸法 （ 機器高さ）じより異なり 
まず。ち表を参考じして工事をしてください。【國 10 j 


※別売部品の才ーブンベースを巧用する場合じは、 
各値に 50 mm をが算してください。 


禅た： mm] 


機器高さ 
⑩ 

機器ガス 
接続口 
© 

配營.甄線 
スベー ス下限 
◎ 

配管•配線 
スベースぷ長 
◎ +62 

640 

203 

168 

230 

630 

::;193 V 

: 158 .... 

::2訊 

620 

183 

148 

210 

610 

173 

138 

200 

600 

163 

128 

190 

590 

153 

118 

180 

580 

143 

108 

170 







闻.導替え餘奴範管施ぶ例'） 

• 前項の 巧すにキ配營によ砸讓醒篡! IMM を参萄こして施工してくだおい。 

ガス配管が機器の配管’配線スぺース巧に収まらない場合には、配管.配線スぺース阳に牧まるよう 
ガス配管の変更工事を巧ってください。 [mil 

•電源コンセントも機器後ち[台枠支持お（後）]か6取り出してください。 


陋パ】 


集をを宅で金属酷管の場合 


※継手部よりフレキ管に変更して 
配管*歐線スペースに収める。 





機器接続ガス栓 



台枠支持板 
ド//(後） 


ねじガス栓金属管金属配管 


範管•配線 
スペース 


(収納庫〉/ _ 


フレキ管継手金薦配管 



例2戸建住宅でフレキ配營が機器下の巧面から立上がっている場を 


※フレキ配管の立上げ位置を台枠支持板(後)より 
後ちの位置に変更して配管•配線スぺースじ収める。 



な 




(収納庫） 


imimimiDinmiiimi 


磯器接続ガスを 

\ fis 管•範線 
\ スぺース 



台枠支持板 

ド/後) 



フレキ甄管 


フレキ管电との巧をふさぐ 























































































■電気工事 

It . 電漁コ^ドの擦絲!） 

• 電源プラグは專用コンセントに差し A んでお使いく 
ださい。 

• 交流100 V 電源を必要とずるガスビルトインコン □ 
む外の機器とは、共用しないでください。【國12】 


電 源 交流1 00 V • 50-60 Hz 共用 
消費電力 1170 W 


♦ 電源コードは収納庫上部の化切板の上を後方へ引き 
回し、電源コンセントに差し込んでください。 

•特に靈ぞレンジとしてお使いの場合は、同ーブレー 
力一回路で卜ースターや電気炊飯器などの電熱機器 
を同時に使わないでください。 

•テレビ、ラジオの雑音や映像の乱れを防ぐため、テ 
レビ、ラジオなどを 4 m じ(上離してください。また、 
できるだけ別のブレーカー◎路でお使いください。 

♦電源コンセントはアース端ぞがきのものを摧奨しま 
す。 


f を.ア r •スについで I 

• 方一の感電防止のためにアースを取りがけてお使いください。 

•アースの取りがけは販売店または電気工事店にご相談ください。 

• 次のような場合はかず D 種接地工事(第3種接地工事）【接地抵抗100才ーム切下]をするようま律で 
義務づけられています。 

※湿気の多い場所 • うどん屋さん、そば屋さんなどのように水蒸気の充満した場所。 

• 止間、コンクリ~-卜床の場所。 

•酒、しょうゆなどの釀造、またはお蔵ずる場所。 

※水気のある場所この場合は漏電遮断器の取りがけについても義務づけ6れてし巧す。 

• 魚屋さん、八ち屋さんの作業場などの水を取り扱う場所、その付おの水猶が 
飛散する場所。 

• 常に水が漏化したり結露する場所。 

にま意] 

• アース線はガス管や水道管、電話専用のアース線には絶対に接続しないで < ださい。 
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(1* 機難の挿入 I 


♦ 電源コード•アース線を機器後圃より取り化し電源コンセ 

ントに接続して床面にはわしてください。 


• 機器が挿入しやすしなうにフレキ管を床面にはわしてく 

ドさい 

• 機器をカウンター巧に挿入してください。 

【國 13] 




〇 機器は水平でしっかりした床面に設置してください。 
機器を設霞するときは巧面等にキズをつけないよ 
確認うを意してください。 


吃:機器め据えがけ] 

• キャビネットのとびら前面と機器のサイドモール前面との 
、ソラを合わせて < た’さい。 

• 区ネジ(左ち)各1本(白を•前面矢巧部)を左方巧へ回転 
してキャスターを台枠内(こ収納してください。 

約 5 mm ほど纖器が下がりまず。 [図14】 

にミ主意] 

機器を引き出ず場合は、 B ネジ(左ち)名 *1 本をち方向へ 
回転すると再びキャスターが化てきます。 



キャスタ- 



B ネジ(白を) 

〇: 


t 台砕ま持お(前） 


キャスター解除 
>キャスターセット 


#r1 


¥ 


と车:ぶ':' 


ビルトインコン□とのスキ間は、日 mm 程度とし、 
ビルトインコン□が澤き上がらなし、ようを意して 
ください。 

機器の位置ズレ防止のためにアジャスターボル 
卜はを、ず締めがけてください。 


rrsTtA い 1 


際ぉス接編 

•フレキ觀管の端部を前励こ引き化して適切な長さに切 
断してください。 

• フレキ酷管に機器接続ガス栓を取りがけて機器ガス接 
続□に接続してください。 【図15】 

「4;ビルトインコン Q との接顯 

• 機器がカウンター巧に設置できたら、ビルトインコン□と 
の接続を行ってください。 

詳細についてはビルトインコン□側の工事説明書を参照 
して <ださい。 

• 台所のガスおを使ってガス漏れを確認してください。横 
圧□は才ーブン乂□部のおくにもありまず。（機器前面 
右側下部） 【國16】 


較/機繫の務勤隙也をび高さ:め微調節 I _ 

• ビルトインコン□と接続した後、機器の移動防止及び高「 

さの微調節を巧ってください。 【図171 I 

• が属品のアジャスターボルト2本を台枠支持板（前）に取 
り付け、締め化むことにより調節できます。 





アジ ヤスター ボルト 
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6. 仕切板を取り付ける 


♦フレキ配管と電源コードが化切板の上部に収まるようじ 
配置した状態で、仕切板を機器内側左をの仕切板受け 
にのせて奥まで押し化む。 [図18】 


r 4 .機器の準備」願储锁 臟を欺離暢弱 で取り外した D ネ 
ジ(黒色)左ち各1本で仕切板を機器に取りがける。 

[図1引 


巧，収納庫前板の富さ謂節 I 

• 収納庫前板は、機器富さ©=630麵にセットしています。 

• ワークトップ高さによって、機器高さ®を変更した場合は、 
C ネジ庙ちを2本、黒色)を取り外し、収納庫前板を磯器 
高さに応じた位置に高さ調節を必ず巧ってください。 

陋20】 

• 機器高さ⑩が 580 mm ‘590 mm の場合、 C (下）ネジの左 
ち各1本は不要です。 

|8,収納庫前板の敢 ami 

•収納庫前板を収納庫へはめ込み、が属の固定ネジ 
(左ち各2本）で取り付けてください。 【図21】 


を収納庫を機器に取りがける I 

• 収納庫側のレールの先端に機器側のレールを差し込ん 
で奥まで入れてください。 [國22】 

• 収納庫を閉じたとき、床®とのすきまが絡1 5 mm になって 
いるか確認してください。 【國 23] 

•収納庫がスムーブに開閉でき、異音や異常がないことを 
確認してください。 


化切板受け 



D ネジ 仕切板 


化切板受け 


陋 19] 


巧とびら 


陋20】- 

収納庫前板 —— 
.C (上）ネジ 

C (下）ネジ 
[閣21】^^ 


収納庫前板 




固定ネジ(ち） 


陋の] 


/機器側レール 
'収納庫側レール 



/D ネジ 

が 

(黒色） 

、苗 


社切板 


. . illiiiliiii^M 

m— 


◎設置工事が終わりました 6 難霞で妻穀巧嶺横確誌）のチェックリストに基づいて、必ず再確認 
してください。 


































